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遠大な戦略的政治家・周恩来

マネジメント 1973・5

中嶋嶺雄
つぎつぎと革命的リーダーが生まれては消えていった

中因。 周恩来は、 そうした激烈な軌跡の中で生きてきた。

しかしそれは、 “時の実権” とは微妙な相対性を保って

いた。 そしていま、 新生中国の主役として華々しく舞台

に登場してきたのである

不倒翁目 中国のミコヤン No. 2にならない男」一

一周恩来は、 これらの通俗的な評価をすべて知りつくし

つつも、 それを超えたところにさらに遠大な戦略的構想

を秘めている政治家なのであるまいか。 彼こそは、 もっ

とも一貫した ー毛沢東批判者」であり、 そして F最後に

笑う者ーかも知れない。

耳もとに残る必死の叫び

あれからすでに 6年半の店主Hが流れたが、 1 966年秋と

いえば、 全中｜翠がまさに熱狂と興奮のルツボのなかにあ

った時期jであった。 いうまでもなく、 文化大革命が閉幕

し、 その起爆剤になった紅1:1.i兵迎動が最高潮に達してい

たころである。

この年の11月12日、 北）j｛の人民大会堂では孫文生誕百

年記念大会の行事が盛大におこなわれ、 それに「外資」 � 
として前列のj市に参加lしていた 弘は、．すぐ目のまえで演

ぜられつつあったドラマを一一いや、 実はそれはけっし

て ドラマどころではなく その 1コ7 1コマの場面が ／ 
「食うか食われるかの激烈な闘争」だったのである－ I 

全身が吸いこまれるような思いで比入っていた。

「中国革命の父」孫文の生誕百年を祝うこの行事は、本

来、 中国にとって重姿な問事であり、 その最高主催者は

国家主席の劉少奇であることは、·1 年まえからすでに公
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？手
おこ予告されていた。 だがJ刊の招f 状にはすでに劉

少脊の名前はなく、 ヒナ唱には劉少子持、 それに盟川、平も

並んではいるが、 新t店主i；のカメラP ンLまこの2人にフラ

ッシュの放列をあびせること む漣けている。

もとより、 孫文ぷ亡人の＊�紛女史は当日のill�な主

役であったが、 なんといっても、 周恩来総Jl］の役まわり

は、 1まわりも2まわりも大きかった。 すのJ.�1思＊は、

一同して瞭然とする劉少奇、 卸小平の惚然たる態度を後

11に孫ヌ：をたたえ、 そして、 それ以上に毛沢点主席をた

たえていたが、 その減説のi以訟の「モ主J,'(,'Jjj,長f 万々

歳／」というかけ1trは、 たんに儀礼としての鈴砕ではな

いばかりか、 必死の訴えでさえあるかのように点剣味を

·ii｝びていた。 いささかカン1\':jく、 うわずってさえいたそ

の，：rは、 いまも私の斗．もとに残っている。

周思米によるこのような必死のモ沢点ff敬を劉少脊が

そのときどのような思いでllfl�、ていたのか；m像すること

は、 いまとなっては飲であろう。 だが、 私は周恩＊ほど

の人物が、 これほどまでに点剣に「モ主席万成／ 万々

成／」と叫んでいるのをl lのまえでllfl�、ていて、，，，凶の

政治的現実の厳しさに傑然とするとともに、 それほどま

でに毛沢京l立大きなイF従なのかとも思われ、 そして一方

では、 その叫ぴのどこかに、：:J,f（ま周到に.n1r.されたなに

ものかが隠されているようにも忠われた。

仮説としての “最後に笑う者”

私の脳裏にも強く印象に残っているこの場而を、 今日

のH寺点で分析し検Hしてみると、 文化大革命の1m �.rn1に

は、 劉少-r.t 郡小平らの克＃ti派と、 モt�点＝fl：汗夫人、

それにのちに失脚した林！彪や隙1lli主ら当日午の毛・M；主流

派 との抗争にl直接的には｜刈7・せず、 むしろ：�縦派桁導者

と政策的に近い立場Jにあったとさえ思われる周恩来は、
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66年8月の紅衛兵出現以降、 モ沢＊にすべてを賭け、そ

の賭けのために日夜身を呈し、 彼「l身の而Uを忘れ↑て 献

身しはじめていたと思われていただけに、 このときわ叫
�んめいl

びは、 それなりの真実であり、 問思米の立場の醐1pjtでも

あったのである。

だが一方、 そのような真実を紐えて周恩来にはな おllii

大な計算がなかったであろうか。 もとより、 その答民は、

「毛沢点以後」の時代にな ってはじめてゆJかされるであ

ろうが、 なぜ弘がこのような比）Jに問執するかとい民ば、

周恩来こそ、 もしかしたら、 一民した「毛沢点批判お・」

ではないのか、 という刺激的な仮説に、 私はかなりt ら

われているからである。 だから、 すべてを知りつくし、

すべてを読みこんでいる周忠米は、 みずからが「最後に

笑う者」であるかもしれないことをもまた、すべて計算

しつくしているのではなかろうか。 もとより、 制息旅は、

たとえそのような立識をもっていようとも、 かつて膨徒：

懐がそうであり、 劉少奇がそうであり、 いままた林胞が

そうであったことの宿命を生々しく凶繁しているだ付に、

これらの指導者がおこなったような｝J法で！＇I己を表 IPJし

ようとはけっしてしないであろう． しかし、 今日比長け

られるような 「脱文革化」「文革仮定」「モ沢東体制作の

sll0毛沢点化」現象等々を、 このような周恩来のiii大k純

忠との｜対i1!でわれわれ外部（ltW.のおのt観堅持してゆくに と

は十分に可能なのである。

しかし、 このような仮説を挺起するからには、 こに で

は次に現代中国における周恩米の役得lりをその大筋にお

いて位世づけなおしてみなければなるまい。

“英雄時代”の笹わったあとに

20世紀のほぼ前半は、f準大なる政治的・民族的!Ji:艇の

H寺代であった。 レーニン スターリン ヒトラー ゲヤ



・E

ーチル ルーズベルトあるいはガンジー ネールなどの

巨星を、 それぞれさまざまな評価が交錯するとはいえ、

われわれはすぐにあげることができる。 もとより、 ドゴ

ールもここに加えねばならないが、 彼もいまは亡く、 毛

沢東および蒋介石という、 いずれも現代中国の敵・味方

にわかれて対峠する英雄のみを残すごととなっているの

は、中国こそ、 今世紀の世界史の大きな焦点であったこ

とを思うとき、 そこにはさすがに感慨深いものがある。

ところで、 先年のドゴールの死(197 0年1 1 月〉 に際し

ては、「ニューヨーク ・タイムズ』が、 その偉大さを

「つねに世界を怒らせながら、 それをひっかき回した比
しの

類なき人格と個性Jと評して偲んでいた（同紙19 70年11

月1 0 日〉。 だが、「つねに世界を怒らせながらも、 それを

ひっかき回し」てきた英雄としては、 ドゴール以上に毛

沢東がそれによりふさわしいことは、 おそらく衆目の一

致するところである。 いうまでもなく毛沢東は、 前述の

20 世紀の巨星たちの中では誰よりも長期にわたって、 と

きには「世界を怒らせ」、 ときには「それをひっかき回

し」てきたからである。 だからこそ、 いま全世界は、 中

国の民衆とともに、 やがて来たるべき毛沢東の天寿の果

てのあとの中国の姿を、 さまざまに描き、 推測してみな

ければならなくなっているのである。

そのように比類なき毛沢東の個性は、 毛沢東自身も、

有名な自作の詩「泌園春く雪〉」のなかでみずから暗示

しているように、 中国の歴代の英雄、 たとえば秦の始皇

帝や漢の武帝あるいは蒙古のジンギスカンをしのぐもの

であるのかもしれない。 しかし、 毛沢東は、 そのような

英雄として天寿をまっとうしようとしているがゆえに、

その死がもたらすであろう衝撃とその後の事態について

も、 すでに準備がなされているということもできょう。

結果的にはきわめて重大な失策と化してしまったとはい

え、 毛沢東後継者として林彪が党規約のなかで指名され
込
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たという九全大会の異例の措置も、 当時としてはこのよ

うな準備の一環であった。 しかも、 毛沢東は、 まさに歴

史の断層の最底辺に落ち込んでいた文明大国・中国を再

び歴史の本流に復権させた「革命的中国Jの時代の英雄

であり」民族的な指導者ではあったが、 今日から21 世紀

にかけて、 中国がそのような「革命的中国」としての熱

烈ではあるが閉ざされた中国の時代から、 いよいよ聞か

れた国際化時代に対応すべき中国へと進みつつあるとき、

ある意味で毛沢東の時代はすでにおわったともいえるの

である。 文化大革命の今日のような結末と米中接近から

日中国交へと動いた中国の姿を見るにつけ、 ますますそ

の感は深まりゆくのである。

このようなとき、 周恩来の存在は、 毛沢東と比較して

年齢的には5 つの違いしかないとはいえ〈毛沢東は1 893

年生れ、 現在79 歳。 周恩来の生年についてはさまざまな

説があるが1 89 8年説をとっておく。 現在74歳〉、 あまり

にも大きな意味をもっている。 しかも、 つねに広い国際

感覚のなかで外部世界に対応し、 状況の流れゆく方向を

見定めつつ国内の諸情勢に対処してゆく周恩来の方向感

党こそ、 今日の、 そして近き将来の中国が是非とも必要

とするものなのである。

革命家としての軌跡

このように考えたとき、 毛沢東の来たるべき死は中国

の民衆にとって、 たしかに大いなる悲しみではあろうが

（あるいは、 かつてのスターリンの死がそうであったよ

うに、 それによって「解放」を味わう人びともまたあり

得るであろうが〉、 周恩来の生命は、 今日の中国がなお

．長期にわたって是非とも必要とするものであり、 もしも

周恩来に死が訪れたならば、 それは中国にとってなにも

のにも代えがたい損失であるのみならず、 きわめて困難
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な、 不キな’fi:f，患を•pj!ijに招くことかもしれないのである。

しかも、 中凪現代史の激励の局面をふりかえってみる

と、 湖南の俊村や：Ii: I柏山で段民革命・線拠地革命に従τH

していた モ沢東は1935年の長征途上、 中間共産党遵議会

議で はじめ て党内指導権を縦立して 、 ょうやく政治権）J

の第一線に立ったのであり、 この問、「大躍進」政策が

挫折した1959年 から65�！＂.の文化大革命開始期までは、 そ

の実権を;'IJ少奇・到＼，J、平らの実権派にゆだねざるを得な

かったのにくらべると、周恩来は、 天津の学生運動のリ

ーダーとして1919年の五四運動の先頭に立ち 、 やがて

1921年の 中国共産党創立ののちには、「勤工倹学」述動

の留学生として7lil1Eしていたフランスやドイツで中国共

産党の支部をつくり、 帰国後は、のちに林彪 徐向1iii

羅瑞卿 I立ー克減ら 中国紅OJIのキラ星を輩出させたj配力！Fil

官学長政治部主任代理とな るなど、 その出発当初jから終

始一賞、 中国革命の重要なリーダーとして登場している

のである。 やがて周恩来 は、 中国共産党五全大会（1927

年〉、 同六全大全(1928年〉で も中央委口となり（し、ず

れも毛沢東は中央委日に選ばれな かった〉、 当時の中国

共産党 が陳独秀路線から李立三路線、 王明・問古路線へ

と変転していった ときにも、 一貫して党の軍事面での緑
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1\::jJ.'f 1壬名ーであった。 さ らに）.＇；j思米は、 従米の路線が批判l

され、 E:沢』�路�：が『伝立 してのちも、 40｛「：f�1)lj半の � ＇. ． 
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九全大会(1969年）へと、 つねにi位向指導.rr·の ・翼 を担

い、 今日にいた ってきたことはよく知られている

のみな らず、 中国革命の悲劇lの集中点であった1927年

の上海クーデターにおいては、』'ii：力li'll官予校l"'i：とし七周

恩来の才能を知りつくしていた勝介石に逮捕されな がら

も、あやうく窮地を脱して将介石に地団駄を踏ませlた。

やがて かの布名な西安事変（19361-手〉で は、.�.�ょ、西

安に飛んで張学良 場虎］）／（を説得し、内戦の件止とfii: l:I 

L\'.:h実統一lj波紋結成の ために、j降介石の釈放に努める ど い

う心にくいば かりの錐れ業を演じた。抗口lj昨i，の！防;fiJi11(

1j1f、1945年8月におこなわれた屯鹿にお ける川共会，；Ji!で
はモ沢東 をた すけて蘇介石 と再び国共交渉をおこな ；い、

やがて 中銀人民共和国成立後 は、 つねに、 台湾解放 のた

めの台湾同胞にたいする呼びかけ人にな るなど、｝符介石

と国民党にとっても、周恩来こそはモ沢点以上に宿命的

な対決者であり、 交渉者であり、あるいはつねに手だま

にとられることをよぎな くされてきた策略家なので ある。
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共鳴と共感を呼んだ外交的手腕

このように、 一貫して中国現代史の激動の局面に深く

くいこんで歩んできた周恩来の政治的蓄積からすれば、

新中国の成立後、 国務院の総理として、 また1959 年まで

は外交部長も兼任しつつ、 国際関係の第一線に立って中

国外交を推進することは、 いかにも容易至極なことであ

り、 むしろ、 そのような才能と経験のゆえにこそ、 周恩

来外交はたんに中国外交としてのみか、 戦後の国際政治

の大きな動脈としても存在しつづけてきたのである。

周知のように、 周恩来の名声がその外交的手腕によっ

て、 国際社会に広く轟きはじめたのは、 1954年のインド

シナ休戦と朝鮮戦争休戦にかんするジュ ネープ国際会議

前後からであった。 この年、 周恩来は、 インドのネール

首相とのあいだで平和5原則にかんする合意に達し、 翌

日年の第l回アジア ・アフリカ会議では、 この平和5原

則に基づく「バンドン精神Jを謡歌して平和5原則外交

を唱導し、 アジア ・アフリカ新興独立諸国の連帯による

国際平和の維持と民族独立の強化、 そのための積極的中

立主義を呼びかけた。 こうした一連の行動は、 たんに新

生中国の平和外交として国際政治に新風を吹き込んだば

かりか、 多くの人びとの共鳴と共感をさそったのである。

だが、 それまですでに周恩来は、 建国直後にそスタワ

を訪れた毛沢東が、 スターリンに冷遇されつつ、 中ソ友

好同盟相互援助条約交渉でも難航を続けていた195 0年 1

月、 急きょ、 モスクワに飛んで彼一流の交渉力で毛沢東

をたすけたり、 また、 国連での中華人民共和国の正当な

地位を求めて、 いくたびか国連と交渉を重ねるなど、 そ

の外交手腕はすでに十分に発揮されていたのである。

やがて1953年のスターリンの死は、 はじめて中ソの平

等な友好関係形成への契機となり、 それは、i.954 年のプ

ルガーニン フルシチョフらの中国訪問で確認されたが、

マ＊ジメント 1973:5 
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1956年 2月のソ連共産党20 回大会を契機とする「スタ

ーリン批判」と非スターリン化の衝撃が、 ハンガリ一事

件、 ポーランド動乱として東欧諸国の深刻な動揺をもた

らし、 ソ連の威信の著しい低下となって表面化するや、

周思来ははじめて東欧にも飛んで、 社会主義陣営の再団

結に大きな役割を演じたのであった。

非スターリン化の過程で明らかになった社会主義社会

の内部矛盾を克服するために、 195 7年に中国で起こされ

た「百花斉放 ・百家争鳴」運動が、 思わぬ中国共産党批

判を招いたときには、 情勢の推移を十分に確かめてから、

「民説家の生死存亡がかかっている」として、 一転し

て反右派闘争の推進をはかつて内部をかため、 やがて三

面紅旗の「大躍進」政策については、 是々非々の立場を

とり統けて表面に立つことを避けた。 彰徳懐 ・国防部長

〈当時〉 のように、 職を賭し名声を賭して、「大躍進」政

策の非を毛沢東に諌めるというようなことはしなかった。

この姿勢は、 文化大革命初期までつづき、 北京市を中

心とするあの根強い実権派の形成や毛沢東批判の広がり

の大きさを周恩来自身、 よく知っていただけに、 彼は、

情勢を見つめて、 ひとたびすべてを毛沢東 ・林彪に賭け

る決意をするまではきわめて慎重であった。 もとより、

その決意が定まってからは、 私が冒頭で述べたように献

身的な毛沢東支持を表明し、 また、「百花斉放 ・百家争

鳴」運動から反右派闘争への移行期のそれと同様に、

「文化大革命は党と国家の運命にかかわる」と叫ん だの

であった。

大きな代価のうえに

このような周恩来の航跡は、 中ソ対立というもっとも

深刻な国際関係にもあらわれている。 たしかに周恩来は、

1961年のソ連共産党第22回大会に中国代表団長として
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出席し、 ソ述側のアルパニア批判に際しては、 中途で！市

を立って帰国するという 役目も演じたが、 中ソ決裂の決

定的な場面は、 63年の中ソ会談にみられるように、 たと

えば節小平にゆずり、 あるいは彰真はじめ当時の実権派

桁導者にその敵対役を託したのである。 このような立場

まさに現代中肉のキー・ パーソンとしての周恩来φ 姿

をわれわれは比つづけているのである。 以上のよう �こ見

てきたとき、周思米を「不倒翁」であるとか、「中国の
コヤン」であるとか、「けっしてN o. 2にならない指導

者」であるとしてのみ描くのは、 あまりにも通俗（tt.Jt·あ

は、 やがて文化大革命で台頭した林彪が「人民戦争論」 り平板でありすぎるといえよう。 周恩来は、 これらφ通

の立場から対ソ徹底抗戦に向かうや、 69�1�且．の中ソ軍事 俗「内な評価をすべて知りつくしつつも、 それを超え たと

衝突に際しては a包、きょ、 コ スイギン 首 相と北京空港で参 」 ころにさらに述大な構忽をもち得る政治家なのであ｜り、

f!:/ti I 
談し、 中ソ可決句危機回避に全力を傾けて中ソ国 交衝突 ～ その評価は、 毛沢 点の 死をまってこそはじめて 可 能 な人

を中ソ 凶 交会談 という外交ル ー トにのせていったプロセ 物である。

スにもあらわれていた。 このことが、 やがて「毛沢東以

後」の周恩来H年代における中ソ和解の可能性を推測させ

る似拠にもなり得るのであろうし、 ソ迎側が、 こと周恩

来にかんしては名桁しの非難をしたことのない線拠にな

っているのかもしれない。

ともかく、 中ソ戦争の危機を回避させた周恩、来は、 た

またま、 閉じ時刻jに発せられた「ニクソン ・ ドクトリ

ン」（1969年 7月〉以来のアメリカの対中接近のシグナ

ルを受けいれ、 米ソニ正面作戦を避けて米中接近へと進

んでいったが、 こうした外交上の大転換は、 それに抵抗

する軍首脳を大川うたl墜させた “林彪異変” という大きな

代価のうえにはじめて可能であったのである。 それだけ

に、 1972年2月、 ニクソン大統領を北京空港に迎えた

周恩来の表情は、 まさに緊張そのものであり、 いつもの

ように余裕のある大人の風格も失せていた。 それは、 問

主I� 9月に問中首相を迎えたときのリラックスぶりとはき

わめて対照的であった。

現代の中国のキー・ パーソン

このようにして周恩来はいま、 中国の将来を背負って

立っている。

28 

中同文学者の村松l咲氏は、最近の＇.｝］・作rr fi. f � R下雄云」

のなかで、 「＇fi:はまさに実を務むべし」という処世哲学

によって、 あの五代の権力者の興亡激しいH寺代を生 き ね
ふうどう I 

いた宰相・ 場道の安を周恩米に l決してみておられる｜が、

砿には、 周恩来の実務感覚と現実主義には、 その処世哲

学の深奥にさらにプラスされた遠大な戦略的ti'li:tHが秘め

られていればこそ可能であるように忠、われる。

周恩来は、 毛沢J>I£や劉少奇ゃあるいは林彪とちが もて、

けっして自署名の論文を；！�かない。 それはなぜであるう

か。 そして周思＊は、 中国のどの民衆からも広く支帯さ

れており、 期待されている。 困難な事態を訓推し、 l

し、 妥協することこそが政治だとするならば、 広卜恩来こ

そ、 まさに世紀の政治家であろう。 そして、 もしも 「最

後に笑うのは周恩来かもしれない」という必定が現案化

するかもしれないとA]えるならば、 つねに毛沢東政、の

「しりぬく“い」をしてきた周恩来こそが世紀の英雄はな

るのかもしれない。 いずれにせよ、 その最後的な評価iま

でには、 もう少い時間をかけなくてはならないであるう。

く東京外国露大学勧教指＞

，． 


